
R3年度在宅医療・介護連携推進事業一覧表

R3年度地域看護連携強化事業

所属 職種 氏名

1
東

第二
7月16日（金） オンライン

東区看護職の集い
・看護職が地域の現状や課題を知る
・看護職の横のつながりを深め相互理解を促進
する

①SOMPOケア新潟訪問看護
②じゅんさ池デイサービスセンター
③桑名病院

①訪問看護
②デイサービス看護師
③退院支援看護師

①仲屋里恵
②田中奈月
③巻口広美

2
中央
第二

8月26日（金） オンライン
関屋・白新地域ケアネット分科会 看看連携
・スタンダードプリコーションの確認
・各所属での感染対策について情報交換

①新潟中央病院
②住宅型有料老人ホーム　サニーウ
イング関屋

①感染管理認定看護師
②生活相談員

①樋口奈津子
②丹義仁

R3年度ご当地連携研修会【感染症対策】

所属 職種 氏名

1
中央第

二
6月7日（月） オンライン 入所系施設における感染症対策 新潟市民病院 感染管理認定看護師 大崎角栄

29施設
+実施指導
施設6名

2 西第二 6月9日（水） オンライン
新型コロナウイルスの現状、ワクチンの有効性
や安全性について講演、質問への回答

①②信楽園病院
③新潟市保健衛生部

①医師
②感染管理認定看護師
③医師

①川崎聡
②佐藤孝江
③山崎哲

120人

3 西 7月28日（水） オンライン

①コロナウイルス感染症対応を含む感染対策介
護施設の問題や課題について講義と座談会
②誤嚥性肺炎の予防につながる食事介助につ
いて実践を交え、多職種の知識や技術の習得
に繋げる

①②済生会新潟病院 ①②認定看護師
①真柄陽子
②大久保幸子

4 江南 7月28日（水） オンライン
スタンダードプリコーションを中心に施設におけ
る感染症対策の徹底とクラスター防止につなげ
ていく

新潟大学医歯学総合病院 認定看護師 青木美栄子

R3年度ご当地連携研修会【一般】

所属 職種 氏名

1 西蒲 5月19日(水) オンライン コロナ禍での看取り
①ケアプランはなみ
②にいがた訪問看護ステーション
③特別養護老人ホーム白寿総

①介護支援専門員
②看護師
③生活相談員

①一場　範久
②佐藤　直子、
樋浦　聡子
③樋山　敬介

70人

2 秋葉 5月26日（水） 秋葉区役所
コロナ禍での介護予防

在宅医療・介護連携ステーション秋葉 保健師 佐藤ゆう子 27人

3 北 6月19日（土） オンライン
ＡＣＰ「最期まで自分らしく生きる」を支えるため
に

①国立長寿医療研究センター
②　㈱Old-Rookie　快護相談所和び
咲び

①医師
②主任介護支援専門員

①西川満則
②大城京子

30人

4 江南 6月29日(火）
江南区福祉
センター

在宅での看取りについて
～訪問看護の視点から～

医療社団法人　眞結会 統括部長 北村義彦 28人

5 東二 7月9日(金) オンライン
今さら聞けない成年後見制度～すぐに役立つ、
お気軽Q&A～

①とき司法書士法人
②包括木戸大形
③包括石山
④新潟市障がい基幹相談支援セン
ター

①司法書士
②社会福祉士
③社会福祉士
④

①川嵜一夫
②足立康彦
③神田謙太郎
④本田康博

R3年度働く人のための医療・介護セミナー

所属 職種 氏名

1 ｾﾝﾀｰ 6月16日（水） オンライン

介護相談の窓口,働きながら介護をしている人の
例を知る。仕事でも正しい情報発信ができるよう
になる。

①②地域包括支援センター宮浦東新
潟
③在宅医療・介護連携センター

①社会福祉士主任
②介護支援専門員
③保健師、地域看護専門看護師

①布川達夫
②斎藤美幸
③細道奈穂

20人

2 ｾﾝﾀｰ 7月14日（水） ㈱マルタケ

営業として地域に出向く人が、地域包括支援セ
ンターと在宅医療・介護連携ステーション（セン
ター）を理解し相談できる。地域連携の必要性が
分かる。

①地域包括支援センター小新・小針
②在宅医療・介護連携センター

①社会福祉士
②保健師、地域看護専門看護師

①五十嵐
②細道奈穂子

3 ｾﾝﾀｰ 9月3日（金） オンライン

高齢者に関する相談窓口がわかり、もしもの時
に早期からの対処ができる。認知症や介護など
の正しい知識を得る。

①地域包括支援センター藤見・下山
②みどり病院認知症疾患医療セン
ター

①保健師
②センター長

①金子直子
②川井紀子

4 ｾﾝﾀｰ 9月10日（金） オンライン
高齢者の生活についてイメージできる。施設の
違いが分かる。要介護者・介護者両者の生活を
守るためのしくみなどを知る。

①住宅型有料老人ホームはなことば
新潟
②在宅医療・介護連携センター

①統括ホーム長
②保健師、地域看護専門看護師

①井上恵
②細道奈穂子
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R3年度在宅医療・介護連携推進事業一覧表

R3年度医療と介護の市民講座

所属 職種 氏名

1 西 5月25日（火） 山田公民館
考えてみませんか、これからの治療・ケア
～望む生活・看取られ方について～ 済生会新潟病院 緩和ケア認定看護師 平澤和美 31人

2 東第二 6月3日（木）
粟山自治会
館

健康寿命、笑いヨガ

①新潟医療生活協同組合　COOPカ
レッジ
②在宅医療・介護連携ステーション東
第二

①歯科衛生士
②看護師

①手塚美恵子
②永井貴子

22人

3 中央 6月6日（日）
新潟市民プラ
ザ

在宅医療の未来を考える「ピア」上映会
「いのち・暮らし・生きがいを支える在宅医療」

医療法人アスムス 医師 太田秀樹 136人

4 江南 6月7日（月）
曽野木地区
公民館

じょうずな医療のかかり方 在宅医療・介護連携ステーション江南 社会福祉士 吉川正浩 31人

5 江南 6月25日（金）
江南区福祉セ
ンター

じょうずな医療のかかり方 在宅医療・介護連携センター 保健師、地域看護専門看護師 細道奈穂子 11人

6 西蒲 6月30日（水）
学校町記念
会館

知っておこう、医療と介護～いざという時のため
に～

在宅医療・介護連携ステーション西蒲
①社会福祉士
②社会福祉士

①加藤卓真
②梅川望

13人

7 秋葉 7月6日(火) みそら野会館
知っておきませんか、在宅医療・介護～自宅で
の療養生活のイメージ～

①地域包括支援センター新津
②新津医療センター病院

①保健師
②MSW

①酒泉真里香
②野口麻衣子

8 中央二 8月19日(木)
新潟市総合
福祉会館

望む看取り、看取られ方 みどり病院 看護師 池田浩美

R3年度医療と介護の出前スクール

所属 職種 氏名

1 市 5月12日(水) 新潟市地域医療推進課 行政職 植木和歌子 80人

2 西蒲 5月19日(水) 西川中学校　2年生 西蒲中央病院訪問看護ステーション
①②③看護師
④⑤理学療法士

①石井純子
②高橋美優
③小川茉莉江
④坂爪優
⑤中村杏奈

80人

3 西第二 5月21日(金) 新潟西高等学校　2年生（医療専攻希望者） 信楽園病院 看護師 鈴木香織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田恵美20人

4 西第二 6月18日(金) 新潟西高等学校　2年生（医療専攻希望者） 信楽園病院 理学療法士 長谷川靖 14人

5 北 6月18日(金) 葛塚中学校　2年生 新潟リハビリテーション病院
①理学療法士
②作業療法士
③言語聴覚士

①山本千絵、
丹田萌絵
②青木栄一、
後藤千明
③高橋茉鈴、
山田葵

125人

6 秋葉 7月2日(金) 小合小学校　5年生 介護福祉士

7 江南 7月8日(木) 大江山小学校　3年生

①共栄堂
②亀田第一病院
③在宅医療・介護連携ステーション江
南

①薬剤師
②作業療法士
③看護師

①鈴木慎
②捧琢真
③吉川真由美

56人

8 中央 7月20日(火)
①新潟市地域医療推進課
②在宅医療・介護連携センター

①行政職
②保健師

①植木和歌子
②細道奈穂子

9 中央 7月20日(火) 斉藤内科医院クリニック 医師 斉藤忠雄

10 秋葉 9月10日(金) 小合小学校　4年生 医療職

11 西二 9月30日(木) 赤塚中学校　2年生 信楽園病院 臨床検査技師

12 中央二 10月13日（木） 新潟第一中学校　2年生
総合リハビリテーションセンター・みど
り病院

医師 矢島隆二

13 西二 坂井輪中学校　2年生 医療職・介護職

14 北 濁川小学校　6年生

15 江南 横越中学校　1年生 放射線技師、理学療法士、介護福祉士

16 江南 大淵小学校　4年生 薬剤師、看護師

17 江南 大淵小学校　6年生 薬剤師、看護師

18 北 南浜小学校　6年生 医療

19 中央 桜が丘小学校　5年生 介護福祉士、医師、薬剤師、理学療法士

20 南 大鷲小学校　6年生 医療職、介護職

21 北 木崎中学校　1年生

22 西蒲 西川中学校　3年生 介護福祉士、理学療法士、作業療法士

23 西 小瀬小学校　6年生 医療職

万代高校　1年生

参加者数

No.
開催
ST

開催日時 対象
講師

参加者数

No.
開催
ST

開催日時 会場 目的・テーマ
講師

新潟市高志中等教育学校　中学2年生

新潟市高志中等教育学校　中学2年生
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医療・介護関係者の研修〈ご当地連携研修会〉 
 

「新型コロナウイルスにおける基本的な知識と感染対策について」 
 

開催日時：令和３年６月９日（水）18:00～19:30 開催方法：Zoom でのオンライン 

内容 

○講演  

  「新型コロナウイルスワクチン～現在わかっていること～」 

        信楽園病院感染制御部 感染制御室部長 呼吸器内科部長  川崎 聡  

  「新型コロナウイルス感染対策について質疑応答～事前質問に対する返答～」 

        信楽園病院感染制御室 感染管理認定看護師        佐藤孝江  

 
  感染の現状、ワクチンの有効性や安全性について講演いただいた後、事前に受けた質 

問を回答する形での内容であった。また、新潟市保健衛生部山崎医師もディスカッション 
から加わり、施設や事業所内での具体的で実践的な感染対策を示した。 
 
アンケートには「ワクチンについて理解を深めることができた」「施設などからの 

質問への回答がわかりやすかった」「標準予防策の重要さ、発症者に早く気付くことの重

要さを学んだ」など、理解しやすい内容であったと評価も高かった。 
  また、ZOOM での研修は、直接出向く研修よりもスタッフも参加しやすく、情報が共 
有できるので良いという記述もあった。 

〇参加者   120 名 

〇共催   在宅医療ネットワークにしく赤・坂ネット 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



R3.6.7連携ステーション中央第2
　　 ご当地連携研修会
　　（感染症対策研修会）
　　「実地指導のまとめ」より
　　　一部抜粋
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医療・介護関係者の研修〈ご当地連携研修会〉 
 

「入所施設における感染症対策について（1施設の事例を用いて）」 
 

開催日時：令和３年６月７日（月）14:00～16:00 会場：愛広苑壱番館 

 

〇講師：新潟市民病院          大崎角栄（感染管理認定看護師） 

        

○方法：入所系の 1 施設（介護付き有料老人ホーム）を例に、その施設の感染予防マニュア 

ルを基に改善点や疑問点について具体的に講師から指導いただいた。 

当日は、施設職員が 6 名参加し、実際に施設内部を確認しながら、実際の対応について検

証した。 

そして、その実地指導の内容をもとに作成した資料を用い、中央区の入所系施設 29 事業所

へ情報提供するという形で啓発した。 

 
〇内容：〈予防編〉 

     ・職員が仕事を開始するまでの感染対策行動の一連の流れ 

     ・レクリエーション活動を行ううえでの対処 

     ・入所予定者への PCR 検査に関する考え方 

     ・食事対応について 

     ・委託清掃業者との連携           など 

    〈対応編〉 
    ・職員ユニフォームの取り扱い 
    ・実際に陽性患者が出たときの勤務体制 
    ・ゾーニングについて 
    ・浴室の利用について 
    ・汚物処理について 
    ・閉鎖フロア清掃について 
    ・施設委託医師の診察方法について      など 

〇課題：施設の種類によって医療機関との契約等が異なること、衣類の取り扱いなどは委託

業者との連携も必須になること、ゾーニングを検証するうえで今回の施設は完全個室であ

ったことなどから、各施設の個別性に応じて個々に検証する必要項目もある。 
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地域住民への普及啓発〈在宅医療・介護の区民公開講座〉 
 

「在宅医療の未来を考える“ピア”上映会及び講演会」 
 

開催日時：令和３年６月６日（日）13:30～16:30 会場：新潟市民プラザ ホール 

内容 

○映画上映「ピア～まちをつなぐもの～」 
 講演「いのち・暮らし・生きがいを支える在宅医療」 
      医療法人アスムス理事長 生きいき診療所ゆうき・蔵の街診療所院長  太田秀樹 

〇参加者：136 人 
10 代の学生～高齢者まで、幅広い世代に参加いただくことができた。 

〇アンケートに記載されていた多くの感想から抜粋 
・映画を観ることによって終末期医療や多職種連携についてを考え、その後に先生方の 
話を聴くことで内容を上手くかみくだいて理解することができました。 

・最期をむかえる時も支えてもらえるという安心感を与えてもらった。地域連携、在宅 
医療についてどのように行われているかを初めて知った。 

・ACP 人生会議は初めて聞いた言葉でしたが少し理解できたように思います。 
・もっと具体的に自分の想いを家族に伝えたいと思う。家族のためでなく自分の人生を 
生きるために。 

・最期まで人間の人権と尊厳の大切さをあらためて考えられた。 
〇共催：にいがた在宅ケアねっと 
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